
Title 西村天囚の懐徳堂研究と『拙古先生筆記』

Author(s) 竹田, 健二

Citation 懐徳堂研究. 2022, 13, p. 3-26

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/93501

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
拙
古
先
生
筆
記
』

竹
　
田
　
健
　
二

は
じ
め
に

西
村
時
彦
（
号
は
天
囚
・
碩
園
）
の
故
郷
で
あ
る
種
子
島
・
西

之
表
市
の
西
村
家
に
現
存
す
る
西
村
天
囚
関
係
資
料
に
つ
い
て
調

査
を
進
め
て
い
る
筆
者
は
、
前
稿
「
研
究
ノ
ー
ト
：
西
村
天
囚
の

懐
徳
堂
研
究
と
そ
の
草
稿
―
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係

資
料
調
査
よ
り
―
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
九
年

二
月
）
に
お
い
て
、
天
囚
に
よ
る
最
初
期
の
懐
徳
堂
研
究
の
草
稿

と
考
え
ら
れ
る
一
冊
の
抄
本
（
以
下
、
修
復
後
確
認
さ
れ
た
内
題

に
従
っ
て
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
と
呼
ぶ
）
を
発
見
し
た
こ
と
を
報

告
し
た（
１
）。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
十
九
日
に
行
わ

れ
た
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
の
講
演
に
お
い
て
、
天
囚
は
懐
徳

堂
に
つ
い
て
書
い
た
「
草
稿
が
約
五
十
枚

―
漢
文
で
書
い
た
の

が
五
十
枚
」
あ
り
、
こ
の
講
演
を
そ
の
草
稿
に
基
づ
い
て
「
極
く

略
し
て
申
上
げ
た
い
」と
述
べ
て
い
た
が（
２
）、『
懐
徳
堂
考
之
一
』は
、

天
囚
が
「
漢
文
で
書
い
た
」
と
い
う
「
約
五
十
枚
」
の
草
稿
を
含

む
も
の
で
、
全
体
と
し
て
同
年
二
月
七
日
か
ら
二
月
二
十
七
日
ま

で
大
阪
朝
日
新
聞
に
お
い
て
連
載
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」

の
草
稿
に
当
た
り
、
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
実
態
を
把
握
す
る
上

で
極
め
て
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

前
稿
の
発
表
後
、
所
有
者
で
あ
る
西
村
貞
則
氏
の
諒
解
を
得
て

修
復
を
行
っ
た
結
果
、
虫
損
に
よ
り
文
字
の
判
読
が
で
き
な
い
部

分
は
な
お
残
る
も
の
の
、
本
資
料
の
全
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た（
３
）。
資
料
全
体
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
中

で
筆
者
が
注
目
し
た
点
の
一
つ
に
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
中
に
、

江
戸
時
代
の
大
坂
の
漢
学
者
・
奥
田
元
継
の
談
話
の
聞
き
書
き
で

あ
る
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
が
収
録
さ
れ
て
い
た
点
が

あ
る
。『
拙
古
先
生
筆
記
』
は
、
江
戸
時
代
の
大
坂
の
儒
学
者
で

あ
る
奥
田
元
継
（
号
は
尚
斎
・
拙
古
な
ど
）
の
談
話
を
、
漢
字
片
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仮
名
交
じ
り
文
で
記
し
た
聞
き
書
き
で
あ
る（
４
）。
詳
し
く
は
後
述
す

る
よ
う
に
、
天
囚
が
抄
出
し
た
箇
所
に
は
、
五
井
蘭
洲
等
に
関
す

る
記
述
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
お
け

る
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
、
す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上

巻
に
お
い
て
は
、
天
囚
が
こ
の
抄
出
を
踏
ま
え
て
記
述
し
た
と
考

え
ら
れ
る
記
述
が
複
数
箇
所
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
天
囚
が
抄

出
し
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』
を
、
そ
の
懐
徳
堂
研
究
に
活
用
し
た

こ
と
は
確
実
と
見
ら
れ
る
。

天
囚
が
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
抄
出
を
行
っ
た
詳
し
い
経
緯
は

不
明
だ
が
、『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
）
の
『
拙
古
先
生
筆
記
』
に
つ
い
て
の
記
述
（
多
治

比
郁
夫
氏
）、
及
び
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
巻
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
解
題

（
北
川
博
邦
氏
）
に
よ
れ
ば
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
写
本
で
現
存

す
る
も
の
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
濱
和
助
旧
蔵
本
の
み
で
あ
る
。
濱
和
助
は
大
阪
人
文
会
の
会

員
で
あ
り
、
五
井
蘭
洲
の
『
鶏
肋
篇
』
を
天
囚
に
貸
与
し
、
天
囚

が
懐
徳
堂
研
究
に
着
手
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
人
物
の
一
人

で
あ
る
。
天
囚
が
濱
か
ら
『
拙
古
先
生
筆
記
』
を
借
用
し
て
抄
出

を
行
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
他
の
伝
本
が
確
認
で
き
な
い

こ
と
か
ら
す
る
と
、
天
囚
が
抄
出
を
行
っ
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』

は
濱
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
明
治
末
に
お
け
る
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
実

態
、
ひ
い
て
は
天
囚
の
学
問
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を

解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
べ
く
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』

に
お
け
る
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
た
か
と
い
う
点
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。

一
　『
懐
徳
堂
考
之
一
』
と
『
拙
古
先
生
筆
記
』

本
章
で
は
、
現
時
点
で
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
の
『
懐
徳
堂

考
之
一
』
の
概
要
を
紹
介
し
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
が

そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
は
、
版
心
に
「
村
山
合
名
大
阪
朝
日
新
聞

會
社
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
（
縦
二
十
七
セ
ン
チ
、
横
二
十
セ
ン

チ
。
毎
半
葉
十
二
行
）
を
使
用
し
、
本
文
九
十
九
葉
（
綴
じ
糸
の

と
こ
ろ
で
切
断
さ
れ
た
二
葉
を
含
む
）、
二
つ
折
り
し
た
も
の
に

表
紙
・
裏
表
紙
を
附
し
て
綴
じ
て
あ
る
。
そ
の
本
文
は
、
第
一
葉

か
ら
第
四
十
九
葉
ま
で
の
前
半
部
と
、
第
五
十
葉
か
ら
巻
末
ま
で

の
後
半
部
と
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
は
、
内
容
・
表
現
等
か
ら
判
断

し
て
、
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
の
講
演
に
お
い
て
、
天
囚
が
懐

徳
堂
に
つ
い
て
「
漢
文
で
書
い
た
」「
五
十
枚
」
の
草
稿
と
述
べ

て
い
る
も
の
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
冒
頭
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の
「
叙
論
」、
及
び
「
五
井
持
軒
」・「
五
井
蘭
洲
」
と
そ
れ
ぞ
れ

見
出
し
の
付
け
ら
れ
た
二
つ
の
章
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
引
用
を
除

く
と
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
前
半
部
の
本
文
は
主
に
墨

筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
箇
所

も
存
在
す
る
。
匡
廓
の
内
外
に
は
、
墨
筆
・
朱
筆
に
よ
っ
て
書
き

込
ま
れ
た
、
本
文
に
対
す
る
加
筆
・
修
正
、
或
い
は
注
記
の
文
言

等
が
大
量
に
存
在
し
、中
に
は
罫
紙
に
別
の
紙
片
が
貼
附
さ
れ
て
、

そ
の
紙
片
上
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る（
５
）。
ま
た
、
本

文
や
注
記
に
は
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
う
し
た

加
筆
・
修
正
等
が
加
え
ら
れ
た
経
緯
や
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
だ

が
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
推
敲
を
繰
り
返
し
行
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半
部
は
、
五
井
持
軒
・
蘭
洲
父
子
や

三
宅
石
菴
な
ど
、
懐
徳
堂
に
関
わ
る
学
者
に
関
連
す
る
資
料
、
取

材
の
記
録
、日
本
漢
学
に
関
連
す
る
各
種
資
料
等
の
雑
纂
で
あ
り
、

漢
文
で
記
さ
れ
た
も
の
と
和
文
で
記
さ
れ
た
も
の
と
が
混
在
す

る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、「
石
菴
逸
話
」・「
富
永
仲
基
」・

「
図
書
館
所
蔵
」・「
蘭
洲
答
甃
菴
書
」・「
石
菴
答
冨
永
吉
左
衛
門

国
字
牘
」・「
上
本
町
実
相
寺
五
井
蘭
洲
墓
側
有
墓
六
」・「
含
翠
堂

調
査
記
録
」・「
拙
古
先
生
筆
記
」・「
見
聞
雑
録
抄
」・「
遥
賀
會
序
」・

「
文
安
詩
哥
合
」・「
町
人
文
学
・
儒
学
神
道
関
係
」・「
漢
学
之
明
効
・

歴
代
之
文
教
・
漢
学
盛
衰
・
大
阪
文
学
」・「
漢
学
の
渡
来
・
仁
徳

遷
都
浪
華
・
王
仁
」
で
あ
る（
６
）。
後
半
部
は
、
各
資
料
が
羅
列
さ
れ

て
い
る
に
止
ま
り
、
前
半
部
の
よ
う
な
章
や
節
と
い
っ
た
構
成
は

認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
各
資
料
が
基
本
的
に
葉
の
表
第

一
行
目
か
ら
記
さ
れ
、
前
後
に
記
さ
れ
て
い
る
資
料
と
の
間
に
は

空
白
の
行
・
葉
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る（
７
）。

後
半
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
、
冒
頭
の
「
石
菴
逸

話
」
か
ら
「
遥
賀
會
序
」（
第
七
十
一
葉
表
一
行
目
～
第
七
十
二

葉
表
五
行
目
）
ま
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
に
お
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
五
井
持
軒
・
蘭
洲
父
子
や
三
宅
石
菴
、
或
い
は

彼
ら
が
活
躍
し
た
時
期
の
大
坂
の
学
者
に
関
わ
る
資
料
で
あ
り
、

前
半
部
の
内
容
と
密
接
に
関
わ
る
。
し
か
し
、「
文
安
詩
哥
合
」

か
ら
末
尾
の
「
漢
学
の
渡
来
・
仁
徳
遷
都
浪
華
・
王
仁
」
ま
で
の

資
料
は
、
い
ず
れ
も
日
本
漢
学
の
歴
史
に
関
わ
る
も
の
だ
が
、『
懐

徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
と
の
関
係
は
甚
だ
希
薄
で
あ
る
。「
遥

賀
會
序
」
と
「
文
安
詩
哥
合
」
と
の
間
に
は
十
三
葉
も
の
空
白
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
「
文
安
詩
哥
合
」

か
ら
末
尾
ま
で
の
資
料
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
と
は
直

接
に
は
関
わ
り
が
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
同
一
冊
子
に
綴

り
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

後
半
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
が
記
述
さ
れ
た
時
期
に
つ
い

て
考
え
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
後
半
部
の
資
料
の
中
、

唯
一
記
述
さ
れ
た
日
時
が
明
確
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
含
翠
堂
調
査
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記
録
」（
第
五
十
九
葉
表
一
行
目
～
第
六
十
四
葉
表
八
行
目
）
で

あ
る
。「
含
翠
堂
調
査
記
録
」
は
、
天
囚
が
自
ら
平
野
に
赴
い
て
、

含
翠
堂
に
関
し
て
調
査
・
取
材
し
た
記
録
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に

は
「
平
野
郷
有
田
治
見
久
太
郎
者
。
号
春
谷
。
其
父
春
畝
。
祖
父

春
塘
。
曾
祖
父
了
慶
。
並
好
文
雅
。
庚
戌
二
月
初
三
。
与
久
松
川

田
二
君
往
訪
。」（
平
野
郷
に
田
治
見
久
太
郎
な
る
者
有
り
。
号
は

春
谷
、
其
の
父
は
春
畝
、
祖
父
は
春
塘
、
曾
祖
父
は
了
慶
な
り
。

並
び
文
雅
を
好
む
。
庚
戌
二
月
初
三
、
久
松
・
川
田
二
君
と
往
訪

す
。）
と
あ
り
（「
庚
戌
」
は
明
治
四
十
三
年
の
干
支（
８
））、
ま
た
文

中
に
は
、「
右
三
日
午
后
自
平
野
帰
阪
記
於
編
輯
局
」（
右
三
日
午

后
、
平
野
よ
り
帰
阪
し
編
輯
局
に
て
記
す
）
と
の
記
述
が
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
資
料
が
明
治
四
十
三
年
二
月
三
日
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

重
要
な
点
は
、
同
年
一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
人
文
会

第
二
次
例
会
の
天
囚
の
講
演
の
速
記
録
に
お
い
て
は
、
享
保
九
年

の
大
火
の
際
な
ど
に
、
平
野
に
五
井
蘭
洲
や
三
宅
石
庵
が
出
か
け

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
確
認
で
き
る
が
、
含
翠
堂
に
関

し
て
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
懐

徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
、
す
な
わ
ち
天
囚
が
懐
徳
堂
に
つ
い
て

書
き
、
人
文
会
で
の
講
演
の
も
と
と
な
っ
た
草
稿
に
お
い
て
も
、

含
翠
堂
に
関
す
る
記
述
は
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
懐
徳
堂
研

究
其
一
」
の
連
載
、
す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
天

囚
は
、「
蘭
洲
至
孝
と
大
火
」
節
と
「
懐
徳
堂
創
立
」
節
と
の
間
に

「
石
菴
と
含
翠
堂
」
と
の
節
を
設
け
て
、
含
翠
堂
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
し
て
お
り
、
そ
の
節
の
末
尾
で
含
翠
堂
は
「
享
保
中
の
創
立

に
し
て
、
其
の
起
源
は
府
庠
懐
徳
堂
よ
り
も
古
き
か
と
思
」
わ
れ
、

「
郷
学
中
に
罕た
ぐ
ひ
ま
れ比
な
る
者
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た

現
象
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
を
執
筆
し
た
時
点
、
ま
た

そ
の
草
稿
に
基
づ
い
て
大
阪
人
文
会
で
講
演
を
行
っ
た
時
点
ま
で

は
、天
囚
は
含
翠
堂
に
つ
い
て
特
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、

人
文
会
で
の
講
演
を
行
っ
た
後
に
含
翠
堂
に
つ
い
て
注
目
す
る
必

要
性
を
認
識
し
、
二
月
三
日
に
平
野
に
自
ら
赴
い
て
取
材
を
行
い
、

そ
の
取
材
に
よ
っ
て
得
た
知
見
を
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半
部

に
記
述
し
、
そ
の
記
述
を
踏
ま
え
て
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連

載
の
中
で
含
翠
堂
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る（
９
）。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半
部
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
含
翠
堂
調
査
記
録
」
以
外
の
資
料
も
、「
含
翠
堂
調

査
記
録
」
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
大
阪
人
文
会
の
講
演
の
後
に

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
記
さ
れ
、
そ
の
記
述
が
連
載
「
懐
徳
堂
研

究
其
一
」
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。
中
で
も
『
拙

古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
は
、「
含
翠
堂
調
査
記
録
」
の
直
後

に
記
さ
れ
て
お
り
、「
含
翠
堂
調
査
記
録
」
の
記
さ
れ
た
二
月
三

日
以
後
に
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
記
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
奥

田
元
継
や
『
拙
古
先
生
筆
記
』
に
つ
い
て
の
言
及
が
、
含
翠
堂
に
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関
す
る
記
述
と
同
様
に
、
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
の
天
囚
の
講

演
の
速
記
録
、
及
び
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
に
お
い
て
は

認
め
ら
れ
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
、

す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、

天
囚
が
二
月
三
日
以
降
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
開
始
の

直
前
に
『
拙
古
先
生
筆
記
』
を
入
手
し
て
抄
出
を
行
い
、
抄
出
し

た
記
述
を
連
載
に
活
用
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
概
要
を
確
認
し
、『
拙

古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
は
、
天
囚
が
大
阪
人
文
会
で
の
講
演

を
行
っ
た
後
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
次
章

で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』に
抄
出
さ
れ
て
い
る『
拙
古
先
生
筆
記
』

の
翻
刻
を
示
す
。

二
　
抄
出
さ
れ
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
翻
刻

天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
第
六
十
五
葉
表
一
行
目
～
第
六 

十
七
葉
表
十
行
目
に
抄
出
し
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
条
文
は
、

合
計
十
四
箇
条
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
抄
出
さ
れ
た
各
条
文
に 

【
一
】
～
【
一
四
】
の
番
号
を
附
し
、
そ
の
翻
刻
を
示
す
。

な
お
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
で
触
れ

た
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
巻
に
、
北
川
博
邦
氏
に
よ
る
『
拙

古
先
生
筆
記
』
の
翻
刻
と
解
題
と
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翻

刻
の
底
本
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
の
濱
和
助
旧

蔵
本
（
一
冊
）
で
あ
り
、
解
題
に
お
い
て
北
川
氏
は
、『
拙
古
先

生
筆
記
』
の
写
本
は
濱
旧
蔵
本
の
他
に
「
伝
本
あ
る
を
聞
か
な
い
」

と
述
べ
て
い
る（
（1
（

。
今
の
と
こ
ろ
、
天
囚
が
こ
の
濱
旧
蔵
本
か
ら
抄

出
を
行
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
根
拠
は
確
認
で
き
な
い
が
、
他

に
伝
本
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
濱
旧
蔵
本
と
天
囚
に
よ
る
抄
出
と
を
比
較
す
る
と
、
天

囚
は
各
条
を
抄
出
に
当
た
っ
て
部
分
的
に
省
略
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
省
略
に
つ
い
て
「
中
略
」
し
た
こ
と
を
明

示
し
て
い
る
箇
所
と
、
明
示
し
て
い
な
い
箇
所
と
が
あ
る
。
ま
た
、

濱
旧
蔵
本
と
天
囚
の
抄
出
と
の
間
に
は
、
字
句
の
異
同
が
多
数
認

め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
天
囚
の
行
っ
た
抄
出
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
翻
刻
に
お
い
て 

は
、
天
囚
の
抄
出
と
濱
旧
蔵
本
と
の
間
に
字
句
の
異
同
が
認
め
ら

れ
る
部
分
に
傍
線
と
番
号
と
を
附
し
、
各
該
当
箇
所
の
濱
旧
蔵
本

の
本
文
を
、
各
条
の
後
に
示
し
た
。
な
お
、
仮
名
の
濁
点
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
異
同
と
は
見
な
さ
な
い
。
ま
た
、
翻

刻
に
あ
た
り
、
漢
字
は
基
本
的
に
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

【
一
】

○
書
ハ
何
ト
　１

ナ
ク
読
ム
ヘ
シ
捨
サ
レ
バ
　2

ア
ガ
□
□
（
ト
？
）
也
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五
井
藤
九
郎
モ
極
リ
　3

タ
ル
師
ナ
シ
雪
渓
ニ
折
〻
聞
カ
レ
シ
也
東

厓
モ
仁
斎
ニ
キ
カ
レ
シ
マ
テ
也

１
キ
ワ
メ
ス　
　

２
ア
カ
ル
也
ト　
　

３
シ

【
二
】

○
未
年
　4

逸
史
ヲ
献
シ
テ
黒
羽
二
重
花
色
熨
斗
目
一
ツ
紋
カ
ウ
華

也
逸
史
明
和
庚
寅
ノ
自
序
也
三
十
　5

餘
年
ノ
骨
折
ニ
テ
ア
ハ
ヌ
モ

ノ
　6

也４
十
一
月
五
日
ニ
東
御
番
所
□
（
ヘ
？
）
中
井
渫
翁
御
召
ニ

テ
其
方
儀
着
述
ノ
逸
史
此
度
指
上
候
御
褒
美
ト
シ
テ
御
時
服

二
下
サ
レ
シ
ト
ノ
コ
ト　
　

５
余　
　

６
也
ト

【
三
】

○
五
井
ノ
　7

非
徴
ハ
雪
渓
点
削
セ
ラ
ル
キ
ツ
ウ
面
白
キ
　８

処
ア
ル
ナ

リ
　9

人
見
友
玄
ニ
モ
弟
子
ナ
リ
シ
梁
田
才
右
衛
門
モ
　10

人
見
弟
子
ナ

リ
予
十
四
才
　11

比
七
才
子
ノ
　12

講
釈
キ
ク
其
時
七
十
位
ナ
リ
大
典

ノ
　13

世
話
ノ
如
ク
七
才
子
ハ
ヨ
ク
〳
〵
手
ニ
　14

入
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

７
非
徴
篇　
　

８
所　
　

９
人
見
有
玄　
　

10
人
見
ノ
弟
子

ノ
ヨ
シ
那
波
道
圓
ノ
弟
子
ノ
弟
子
也
才
右
衛
門
経
斈
ハ
ナ
キ

人
也
詩
ヲ
ヨ
ク
作
ル
明
七
才
子
ヲ
ヨ
ク
手
ニ
入
タ
ル
人
ナ
リ　
　

11
比
大
坂
ニ
テ　
　

12
講
釈
ヲ
キ
ク
甚
面
白
カ
リ
シ　
　

�
 

13
世
説　
　

14
入
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
ト

【
四
】

○
学
者
ト
カ
ク
内
ニ
居
ル
ガ
ヨ
シ
雪
渓
ナ
ド
閉
戸
先
生
ナ
リ
イ
ツ

デ
モ
内
ニ
居
ル
人
ナ
リ
予
十
六
七
　15

歳
比
毎
〻
参
リ
シ
其
時
ハ
伏

見
町
心
斎
橋
筋
ニ
居
ラ
レ
塩
町
七
丁
目
ニ
モ
居
ラ
レ
シ
学
問
丁
寧

ニ
テ
ク
ハ
シ
ヽ
予
一
　16

一
ノ
為
ニ
世
説
ヲ
　17

説
カ
レ
習
ヒ
タ
リ
此
時

七
十
位
ナ
リ
　18

庭
ニ
テ
草
ナ
ド
引
ナ
ド
セ
ラ
ル
レ
ハ
共
ニ
艸
　19

引
キ

申
候
（
　20

中
略
）
予
モ
雪
渓
ノ
丁
寧
ノ
学
問
ヲ
見
テ
ア
ノ
様
ニ
セ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
テ
学
問
イ
タ
セ
シ
東
厓
ト
モ
至
テ
懇
意
ニ
テ

ア
リ
シ
五
井
モ
弟
子
ニ
テ
毎
〻
何
カ
ト
聞
ニ
参
ラ
レ
シ
東
厓
ノ
用

字
格
ハ
ア
ラ
シ
タ
ヽ
文
ヲ
ア
ゲ
シ
マ
テ
ナ
リ
ト
テ
用
字
格
　21

辨
正

ヲ
カ
ヽ
レ
シ
岡
多
仲
ニ
留
リ
居
ル
　22

ウ
チ
多
仲
常
ニ
　23

大
阪
ニ
テ
ハ

雪
渓
ス
グ
ル
ヽ
ト
申
サ
レ
シ
西
本
願
寺
飛
雲
閣
ノ
銘
ヲ
烏
石
取
次

ニ
テ
書
レ
シ
ト
キ
其
記
ノ
文
ヲ
予
ニ
　24

云
付
ケ
雪
渓
ニ
見
セ
シ
テ

転
倒
ア
リ
ト
申
サ
レ
シ
龍
洲
心
ニ
烏
石
ヲ
尊
信
ス
ル
心
ニ
テ
ハ 

　25

ア
ラ
ズ
得
烏
石
山
人
与
共
登
楼
　26

ア
ル
得
　27

ノ
字
烏
石
山
人
ノ
下

ニ
　28

ア
リ
烏
石
山
人
与
共
得
登
楼
ト
ア
ル
ヘ
キ
　29

コ
ト
也
申
サ
ル
南

郭
　30
大
東
世
説
訟
冤
ト
ア
ル
訟
ハ
二
人
シ
テ
　31

訟
フ
ル
コ
ト
也
訴
ハ
一

人
ノ
訴
ナ
レ
バ
訴
ノ
字
ナ
ラ
ネ
ハ
ス
マ
ヌ
コ
ト
也　
　

後
天
王
寺

辺
ニ
ア
リ
テ
妾
ト
二
人
居
ラ
レ
タ
リ
字
義
精
学
ニ
オ
イ
テ
ハ
ア
ノ

様
ナ
人
ナ
シ
ト
也

15
歳
ノ　
　

16
人
ノ　
　

17
ト
カ
レ　
　

18
老
人
ユ
ヘ
ニ
問

フ
コ
ト
ヲ
案
シ
タ
リ
庭
ニ
テ
艸
ナ
ト　
　

19
ヒ
キ　
　

20
裸
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ニ
テ
庭
ニ
居
ラ
ル
ヽ
時
人
ユ
ク
ト
待
シ
テ
置
テ
着
物
引
カ
ケ
テ

出
ラ
ル
ヽ
也
近
所
ニ
ヨ
キ
田
バ
コ
ア
リ
テ
毎
〻
銭
ヲ
遣
シ
買
テ

ク
レ
ト
申
サ
レ
シ　
　

21
辨
正
カ
ヽ
レ
シ
甚
ヨ
コ
シ
ド
ウ
ゾ

写
シ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ
先
日
次
郎
右
衛
門
ニ
尋
シ
ニ
著
述
本
ノ

本
モ
知
レ
ヌ
様
也
京
都　
　

22
内　
　

23
大
坂　
　

24
云
ヒ

付
大
坂
ヘ
下
リ
雪
渓
ヘ
持
テ
参
レ
ト
見
セ
シ
所
転
倒
ア
リ
ト

申
サ
レ
シ
ソ
レ
ハ
気
疎
ヒ
コ
ト
ト
申
也
雪
渓
云
ハ
ル
ヽ
ハ　
　

25
ア
ル
マ
シ
ト
申
サ
ル
イ
カ
ニ
モ
其
通
リ
ト
コ
ト
フ
左
ア
ル
ヘ

キ
コ
ト
也
龍
洲
見
識
高
キ
人
ニ
テ
烏
石
ク
ラ
ヒ
ハ
何
ン
ト
モ

思
ハ
ヌ
人
也
サ
ス
レ
ハ
猶
サ
ラ
也
此
文
ニ　
　

26
ト
ア
ル　
　

27
タ
リ
ノ　
　

28
ア
リ
テ　
　

29
コ
ト
也
ト
申
サ
ル
最
早
上

シ
ア
ト
ナ
レ
ハ
其
侭
ニ
シ
テ
シ
マ
ウ
タ
ル
也
著
述
ナ
シ
ユ
ヘ
人

知
ラ
ヌ
也
岡
白
駒
著
述
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
名
カ
高
シ
扶
桑
名
覧
文

集
ト
云
板
本
ア
リ
鵜
飼
金
平
ノ
鵲
伝
ノ
文
ニ
転
倒
ア
リ
ト
見

セ
ラ
レ
シ
ヲ
書
入
レ
ヲ
キ
シ
ナ
リ　
　

30
大
東
世
説（
（1
（

ノ
ア
ヤ

マ
リ
折
〻
云
テ
聞
サ
レ
シ
ナ
リ
人
ノ
コ
ト
ヲ
ア
シ
ク
云
ハ
イ

カ
ヽ
ナ
レ
ト
モ
甚
シ
キ
ハ
ア
ケ
ル
ト　
　

31
訟
ル

【
五
】

○
　32

予
ガ
兄
聖
護
院
ニ
　33

居
リ
シ
時
不
自
由
ナ
リ
阿
波
侯
　34

ニ
召
サ

レ
テ
二
百
五
十
　35

石
後
五
十
石
加
増
外
ニ
五
十
人
扶
持
書
物
料
　36

ニ

下
サ
ル

32
世
説
ニ
官
ノ
俗
タ
ル
コ
ト
ヲ
云
ヘ
リ
予
カ　
　

33
居
シ 

ト
キ
何
カ　
　

34
ヨ
リ
召
サ
レ
シ　
　

35
石
表
向
也
又　
　

36
ト
シ
テ
差
下
結
構
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
若
キ
ト
キ
ヨ
リ
肴
好
キ

ナ
リ
阿
波
ヘ
下
リ
肴
沢
山
ニ
食
ヒ
テ
痰
ヲ
生
シ
タ
リ
ア
マ
リ

膏
梁
ノ
味
ヲ
ク
フ
マ
シ
キ
コ
ト
小
学
ノ
菜
根
ヲ
咬
得
ル
ヨ
キ

コ
ト
也
没
前
京
ニ
居
テ
塩
肴
ナ
ラ
ハ
マ
ソ
ツ
ト
居
ル
テ
有
ラ

ン
ト
ハ
ナ
シ
也　

八
月
二
日
夜
話
也

【
六
】

○
大
阪
儒
者
少
シ
筆
耕
マ
テ
入
レ
テ
鎌
田
貞
蔵
　37

迄
入
レ
テ
廿
四

五
人
　38

ナ
リ

37
マ
テ　
　

38
也

【
七
】

○
龍
衛
門
　39

ハ
伏
水
ノ
材
木
屋
ノ
子
ナ
リ
大
阪
ニ
モ
居
ル
ナ
リ
艸

廬
ハ
片
山
忠
蔵
ヨ
リ
詩
ハ
ア
シ
キ
ナ
リ
然
レ
ド
モ
多
ク
作
リ
タ
ル

人
ナ
リ39

ハ
モ
ト

【
八
】

○
皆
川
ノ
　40

西
川
合
集
阿
波
ヘ
　41

売
ル
皆
川
是
ニ
　42

因
テ
易
ノ
コ
ト

開
板
ス
ル
　43

ナ
リ
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40
西
川
河
合
集
ト
云
モ
ノ　
　

41
売
ル
大
帙
ニ
テ
十
二
帙
ア

ル
モ
ノ
蒹
葭
モ
二
十
両
ホ
ト
ヽ
云
天
文
易
ナ
ト
ノ
考
ヘ
ア
リ　
　

42
ヨ
リ
テ　
　

43
也
津
逮
秘
書
ノ
名
ノ
コ
ト
積
石
厳
ト
云
高

キ
山
書
ヲ
ツ
ミ
シ
様
也
水
経
ニ
ア
ル
津
逮
ノ
文
字
書
影
ニ
モ

ア
リ
此
書
ニ
津
逮
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
秘
書
ト
云
名
也

【
九
】

○
筑
前
ノ
亀
井
道
斎
ヨ
イ
学
者
也
ワ
カ
キ
時
手
前
ヘ
モ
見
ヘ
タ
リ

気
マ
ヽ
ニ
テ
　44

ア
チ
コ
チ
ス
ル
人
也
徳
行
ナ
キ
也
西
国
ニ
ハ
ア
レ

ホ
ド
ノ
人
ナ
シ
ト

44
ア
チ
コ
チ
ト

【
一
〇
】

○
芝
野
彦
助
手
前
ヘ
モ
度
〻
来
ラ
ル
江
戸
ヘ
出
ル
文
勝
レ
タ
リ
学

問
コ
レ
ゾ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
何
モ
カ
ハ
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
能
ナ
レ
ハ

観
世
大
夫
ト
カ
碁
石
ナ
レ
ハ
本
因
坊
ナ
ン
ド
負
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
是

ハ
相
談
ヲ
シ
テ
ウ
ツ
コ
ト
也
　45

夫
タ
ゲ
ノ
コ
ト
ア
ル
ナ
リ

45
夫
ダ
ケ

【
一
一
】

○
南
郭
　46

モ
ト
伏
見
ノ
　47

人
ナ
リ
十
四
　48

才
ニ
テ
江
戸
　49

ヘ
出
ル
文
集

ニ
山
中
鹿
之
助
傳
ア
リ
二
篇
カ
三
篇
カ
ニ
ア
リ
鴻
池
喜
右
衛
門
善

右
衛
門
親
類
ニ
テ
頼
テ
書
テ
モ
ロ
フ
ト
　50

也

46
本
ト　
　

47
産
也　
　

48
才
□
□　
　

49
□
□
□　
　

 

50
也
大
徳
寺
ノ
玉
林
院
ノ
中
碑
立
テ
ア
ル
ト
也
和
人
ノ
本
ト

カ
ク
長
シ

【
一
二
】

○
太
宰
弥
右
衛
門
大
名
ヨ
リ
扶
持
モ
ロ
フ
学
文
ヤ
ム
ト
扶
持
モ
ヤ

メ
テ
ク
レ
ヌ
ト
　51

叱
テ
文
ニ
ア
ル
館
林
侯
バ
カ
リ
一
生
下
サ
ル
ヽ

ト
云
テ
ア
リ

51
叱
ツ
テ

【
一
三
】

○
尾
藤
氏
ハ
片
山
ノ
寄
宿
ノ
　52

弟
子
也
程
朱
　53

学
好
ニ
テ
ヨ
ツ
テ
北

海
ト
了
簡
チ
ガ
フ
テ
叱
ル
北
海
道
ヲ
シ
ラ
ズ
ト
テ
毎
〻
云
ハ
レ
シ

後
ニ
柴
【
67
表
】
野
彦
六
門
人
ト
ナ
ル
也

52
弟
□　
　

53
□
好

【
一
四
】

○
龍
洲
岡
　54

白
駒
見
識
高
キ
人
ナ
リ
国
ヲ
出
テ
　55

ヨ
リ
大
阪
ニ
テ
煙

管
屋
シ
テ
毛
彫
シ
テ
居
ラ
レ
タ
リ
其
間
に
書
林
ニ
文
心
雕
龍
ノ
点

ツ
ケ
テ
ヤ
ラ
レ
シ
国
ヘ
還
ラ
レ
方
〻
ヨ
リ
扶
持
モ
来
テ
後
ニ
京
ニ

住
居
セ
ラ
ル
大
蔵
書
家
ニ
テ
二
百
箱
　56

モ
ア
リ
公
家
衆
ノ
子
息
デ
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モ
　57

ム
ガ
フ
叱
リ
ツ
ケ
　58

ラ
ル　

予
レ
兄
ト
　59

共
ニ
寝
ト
マ
リ
シ
テ

学
ヒ
外
ヘ
講
釈
ニ
行
タ
リ
　60

シ
タ
リ　

詩
モ
下
手
文
モ
下
手
ノ
様

ナ
レ
ド
モ
経
学
ニ
手
厚
ク
博
識
ノ
人
　61

ナ
リ
キ
キ
ツ
ヒ
気
　62

短
キ
人

ナ
リ
学
者
ハ
気
ノ
短
キ
ガ
ア
ル
モ
ノ
也
無
益
ノ
言
ヲ
費
ス
コ
ト
ヲ

キ
ロ
フ
故
気
短
キ
　63

ヤ
ウ
也
別
テ
白
駒
ハ
　64

キ
マ
ヽ
ノ
コ
ト
ア
リ
シ

54
多
仲（
（1
（
　
　

55
ヨ
リ
貧
シ　
　

56
モ
ア
リ
シ
也　
　

57
ム
ゴ

フ　
　

58
ラ
レ
タ
公
家
衆
来
ラ
レ
挨
拶
ス
ル
ニ
褥
ヲ
敷
テ
高

フ
ル
ヨ
フ
也
常
言
ニ
客
ハ
在
位
ノ
君
子
我
ハ
有
徳
ノ
君
子
也

何
ソ
礼
ヲ
厚
フ
セ
ン
ト
云
ヘ
リ
我
蘐
園
ヲ
待
ス
シ
テ
起
ル
ト

常
ニ
云
ハ
ル
予　
　

59
ト
モ
ニ　
　

60
シ
タ
リ
後
ニ
慰
ニ
門

人
ノ
キ
セ
ル
ヘ
毛
彫
シ
テ
ヤ
ラ
レ
タ　
　

61
ナ
リ
キ
ツ
ヒ　
　

62
短
ヒ　
　

63
ヨ
フ
也　
　

64
気
マ
ヽ

三
　�『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
抄
出
と
「
懐
徳
堂
研

究
其
一
」

本
章
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
収
録
さ
れ
た
『
拙
古
先
生

筆
記
』
の
抄
出
と
天
囚
に
よ
る
懐
徳
堂
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

天
囚
が
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
抄
出

し
た
十
四
箇
条
に
は
、五
井
蘭
洲
や
三
宅
石
菴
の
他
、井
狩
雪
渓
・

岡
白
駒
・
服
部
南
郭
ら
蘭
洲
と
概
ね
同
時
期
に
活
躍
し
た
学
者
等

に
つ
い
て
、奥
田
が
語
っ
た
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。天
囚
は
、『
拙

古
先
生
筆
記
』
の
中
に
そ
う
し
た
学
者
等
の
逸
話
が
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
、
抄
出
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。「
懐
徳

堂
研
究
其
一
」
の
連
載
、
す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
冒
頭

で
天
囚
は
、
濱
和
助
か
ら
借
用
し
た
『
鶏
肋
篇
』
と
、
大
田
源
之

助
か
ら
借
用
し
た
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』・『
懐
徳

堂
記
録
』
と
の
名
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
得
た
こ
と
で
蘭
洲
研
究
に

必
要
な
「
資
料
略
備
れ
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
天
囚
は
そ
れ
ら

四
つ
の
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
更
に
広
く
資
料
を
蒐
集
し
て
研
究

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（
（1
（

。

も
っ
と
も
、
前
章
に
示
し
た
通
り
、
天
囚
の
抄
出
と
濱
旧
蔵
本

と
を
比
較
す
る
と
、
多
く
の
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
、
天
囚
の

行
っ
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
に
は
、
資
料
を
引
用
す

る
場
合
に
は
原
文
を
正
確
に
引
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
、

資
料
操
作
の
常
識
か
ら
の
逸
脱
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

も
と
よ
り
、
天
囚
の
関
心
は
あ
く
ま
で
も
蘭
洲
や
初
期
懐
徳
堂

に
関
連
す
る
学
者
に
関
す
る
情
報
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
天
囚
が

『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
そ
の
中
か
ら
十
四
箇

条
を
抽
出
し
て
書
写
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う（
（1
（

。
ま
た

抄
出
し
た
十
四
箇
条
に
つ
い
て
も
、
天
囚
が
不
要
と
判
断
し
た
部

分
を
省
略
し
た
こ
と
自
体
は
、
甚
だ
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
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し
、「
中
略
」
と
明
示
し
な
い
ま
ま
省
略
を
行
っ
て
い
る
箇
所
が

複
数
存
在
し
、
ま
た
助
詞
の
有
無
や
、
表
記
に
用
い
ら
れ
た
の
が

仮
名
か
漢
字
か
、
と
い
っ
た
点
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
濱
旧
蔵
本

と
の
間
に
多
く
の
字
句
の
異
同
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
抄
出
を
行

う
上
で
天
囚
が
、
原
文
の
表
記
に
忠
実
に
従
っ
て
書
写
す
る
と
い

う
こ
と
を
、
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
以
下
、
天
囚
が
『
拙
古
先
生
筆
記
』

の
抄
出
を
懐
徳
堂
研
究
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
を
、
具
体

的
に
見
て
み
よ
う
。
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
大
阪
人
文
会
第
二
次

例
会
の
天
囚
の
講
演
の
速
記
録
、
及
び
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前

半
部
と
に
お
い
て
は
、
奥
田
元
継
や
『
拙
古
先
生
筆
記
』
に
つ
い

て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い（
（1
（

。
し
か
し
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の

連
載
、
す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
は
、
直
接
『
拙

古
先
生
筆
記
』
と
書
名
を
挙
げ
て
は
い
な
い
も
の
の
、『
拙
古
先

生
筆
記
』
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
存
在

す
る
。

そ
の
一
つ
は
、「
蘭
洲
の
著
書
」
節
の
、『
非
物
篇
』
に
関
す
る

以
下
の
記
述
で
あ
る
。

非
物
六
卷
は
物
學
攻
撃
の
先
鞭
に
し
て
、
蘭
洲
の
名
を
馳
せ

し
所
以
な
り
、
蘭
洲
は
家
塾
に
在
り
し
時
、
蘐
園
隨
筆
を
讀

み
て
徂
徠
の
能
文
を
知
り
、
學
則
を
讀
む
に
及
び
て
、
異
撰

の
書
な
る
を
悟
り
、
後
ち
江
戸
に
游
び
、
辨
名
辨
道
及
び
論

語
徵
を
得
て
之
を
讀
み
、
聖
人
の
道
と
相
背
馳
し
、
且
つ
疎

脱
考
を
失
ふ
を
以
て
、
抄
錄
し
て
疵
瑕
を
指
摘
し
、
津
輕
よ

り
歸
阪
せ
し
後
ち
、
蒐
輯
し
て
篇
を
成
せ
り
と
い
ふ
、
時
に

大
阪
に
井
狩
雪
溪
（
通
稱
彦
三
郞
、
大
阪
の
人
、
字
義
に
精

し
、
明
和
三
年
丙
戌
十
月
十
九
日
歿
す
、
享
壽
不
詳
）
と
て
、

隱
れ
た
る
學
者
あ
り
、
嘗
て
文
を
爲
り
て
論
語
徵
を
駁
し
け

る
が
、
醉
墨
生
（
名
字
不
詳
）
と
い
ふ
も
の
を
し
て
其
の
文

を
蘭
洲
に
示
さ
し
む
、蓋
し
非
物
の
著
あ
る
を
知
て
な
ら
ん
、

蘭
洲
雪
溪
に
與
ふ
る
書
に
は
、
議
論
明
備
、
鑿
々
據
あ
り
、

一
二
鄙
見
と
相
符
す
る
者
あ
り
と
云
へ
り
、
其
の
後
ち
二
人

の
交
は
結
ば
れ
け
ん
、
奧
田
拙
古
の
筆
記
に
、
蘭
洲
敎
を
雪

溪
に
請
へ
り
と
あ
る
は
、
我
佛
尊
し
の
誤
な
り
、
當
時
蘭
洲

は
今
猶
時
々
改
竄
し
つ
ゝ
あ
り
と
て
、
非
物
を
雪
溪
に
示

さ
ゞ
り
き
、
既
に
し
て
蘭
洲
歿
し
、
竹
山
謹
ん
で
遺
編
を
守

り
し
が
、
明
和
三
年
非
物
を
完
校
し
、
又
其
の
説
を
祖
述
し

て
、
非
徵
八
卷
の
稿
を
翌
四
年
に
脱
し
、
天
明
四
年
甲
辰
を

以
て
非
物
非
徵
七
册
を
合
刻
せ
り
、
是
よ
り
先
き
尚
齋
門
下

の
蟹
養
齋
が
非
徂
徠
學
一
册
を
尾
張
に
刻
せ
し
は
、
明
和
二

年
に
し
て
、非
物
非
徵
の
刻
に
先
つ
こ
と
二
十
年
な
れ
ど
も
、

非
徂
徠
學
の
自
序
は
寶
曆
四
年
に
成
り
て
、
蘭
洲
が
徂
徠
歿
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後
直
に
非
物
の
稿
を
起
せ
し
享
保
十
四
五
年
に
後
る
ゝ
こ

と
、
殆
ど
二
十
餘
年
な
る
べ
し
、
其
は
兎
ま
れ
、
物
氏
を
攻

め
て
程
朱
を
護
す
る
者
、皆
關
西
に
起
れ
る
は
奇
な
ら
ず
や
、

こ
こ
で
天
囚
が
「
奧
田
拙
古
の
筆
記
」
と
述
べ
て
い
る
資
料
は
、

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
天
囚
が
奥
田
に
関
す
る
資
料
と
し

て
記
し
て
い
る
の
は
『
奥
田
拙
古
筆
記
』
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
も
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し

て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、「
奧
田
拙
古
の
筆
記
に
、
蘭
洲
敎
を
雪

溪
に
請
へ
り
と
あ
る
」
と
の
天
囚
の
叙
述
か
ら
は
、『
拙
古
先
生

筆
記
』
の
中
に
「
蘭
洲
敎
を
雪
溪
に
請
」
う
た
と
の
記
述
が
存
在

し
、
そ
れ
を
天
囚
が
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
不
可
解
な
こ
と
に
、
天
囚
の
抄
出
し
た
『
拙
古

先
生
筆
記
』
に
も
、
ま
た
濱
旧
蔵
本
全
体
の
中
に
も
、「
蘭
洲
敎

を
雪
溪
に
請
へ
り
」
と
の
文
言
は
存
在
し
な
い
。

お
そ
ら
く
天
囚
は
、
前
章
で
示
し
た
【
一
】「
五
井
藤
九
郎
モ

極
リ
タ
ル
師
ナ
シ
雪
渓
ニ
折
〻
聞
カ
レ
シ
也
」、
及
び
【
四
】「
予

モ
雪
渓
ノ
丁
寧
ノ
学
問
ヲ
見
テ
ア
ノ
様
ニ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ

テ
学
問
イ
タ
セ
シ
東
厓
ト
モ
至
テ
懇
意
ニ
テ
ア
リ
シ
五
井
モ
弟
子

ニ
テ
毎
〻
何
カ
ト
聞
ニ
参
ラ
レ
シ
」
と
の
記
述
、
す
な
わ
ち
、
蘭

洲
が
井
狩
雪
渓
に
「
折
〻
聞
カ
レ
」
た
、
ま
た
「
五
井
モ
弟
子
」

で
あ
っ
た
と
の
奥
田
の
記
述
を
根
拠
に
、
蘭
洲
が
「
敎
を
雪
溪
に

請
」
う
た
、
と
の
表
現
に
改
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
見
す
る
と
資
料
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
実
は
資
料
の
原
文
に
そ
の
表
現
は
存
在
せ
ず
、

表
現
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
の
学
術
論
文
に 

お
い
て
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
資
料
の
改
竄
に
あ
た
る
と
見
な
さ
れ

る
。
し
か
も
天
囚
は
、
そ
う
し
た
表
現
の
変
更
を
行
っ
た
上
で
、

奥
田
の
発
言
を
「
我
佛
尊
し
の
誤
な
り
」
と
強
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
天
囚
の
態
度
に
は
、
問
題
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
お
、
右
に
引
用
し
た
「
蘭
洲
の
著
書
」
節
に
お
け
る
『
非
物

篇
』に
関
し
て
の
天
囚
の
叙
述
は
、五
井
蘭
洲
が
井
狩
雪
渓
に
送
っ

た
書
簡
で
あ
る「
与
井
狩
雪
渓
」（
井
狩
雪
渓
に
与
ふ
）の
記
述
と
、

『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
記
述
と
の
内
容
・
表
現
に
専
ら
基
づ
き
、

そ
こ
に
天
囚
自
身
の
見
解
を
交
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
天
囚
が
「
雪
溪
に
與
ふ
る
書
」
と
呼
ん
で
い
る
資
料
が
「
与
井

狩
雪
渓
」
を
指
す
こ
と
は
、
両
者
の
内
容
や
表
現
が
ほ
ぼ
共
通
し

て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
確
実
で
あ
る
。「
与
井
狩
雪
渓
」
は
、
天

囚
が
濱
和
助
か
ら
借
用
し
た
『
鶏
肋
篇
』
巻
三
に
収
録
さ
れ
て
お

り
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
・
第
三
十
六
葉
表
に

貼
付
さ
れ
た
紙
片
に
、
抄
出
し
た
「
与
井
狩
雪
渓
」
を
書
写
し
て

い
る
。
天
囚
は
こ
の
抄
出
を
も
と
に
連
載
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」

の
「
蘭
洲
の
著
書
」
節
に
お
い
て
、『
非
物
篇
』
に
関
し
て
執
筆

西村天囚の懐徳堂研究と『拙古先生筆記』 ― 竹田健二

13



し
た
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。

但
し
、「
与
井
狩
雪
渓
」
に
基
づ
い
た
天
囚
の
表
現
に
は
、
天

囚
が
記
述
の
根
拠
と
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
逐
一
明
示

し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
引

用
の
冒
頭
、「
蘭
洲
は
家
塾
に
在
り
し
時
」
か
ら
「
醉
墨
生
（
名

字
不
詳
）
と
い
ふ
も
の
を
し
て
其
の
文
を
蘭
洲
に
示
さ
し
む
」
ま

で
の
部
分
は
、「
与
井
狩
雪
渓
」
の
中
に
内
容
の
ほ
ぼ
共
通
す
る

記
述
が
存
在
す
る
が
、
天
囚
は
そ
の
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い
。

続
く
「
蘭
洲
雪
溪
に
與
ふ
る
書
に
は
、
議
論
明
備
、
鑿
々
據
あ
り
、

一
二
鄙
見
と
相
符
す
る
者
あ
り
と
云
へ
り
」
の
部
分
も
、「
与
井

狩
雪
渓
」
に
内
容
の
共
通
す
る
記
述
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は

こ
の
記
述
の
根
拠
を
「
雪
溪
に
與
ふ
る
書
」
と
天
囚
は
明
示
し
て

い
る
。
そ
の
後
に
続
く
「
當
時
蘭
洲
は
今
猶
時
々
改
竄
し
つ
ゝ
あ

り
と
て
、
非
物
を
雪
溪
に
示
さ
ゞ
り
き
」
の
部
分
も
、「
与
井
狩

雪
渓
」
に
内
容
の
ほ
ぼ
共
通
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
天
囚

は
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
ま
た
も
や
言
及
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

天
囚
は
一
連
の
文
章
の
中
で
、
根
拠
と
な
る
資
料
、
つ
ま
り
出
典

を
明
示
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
明
示
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
叙

述
の
態
度
が
甚
だ
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」の
連
載
、す
な
わ
ち『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
に
お
け
る
「
蘭
洲
の
著
書
」
節
の
中
の
『
非
物
篇
』

に
関
す
る
記
述
は
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
や
『
鶏
肋
篇
』
の
「
与

井
狩
雪
渓
」
の
記
述
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
記
述
に
お
い
て
天
囚
は
、
論
拠
と
し
た
資
料
を
逐
一

明
示
す
る
、
ま
た
そ
の
原
文
を
正
確
に
引
用
す
る
と
い
っ
た
資
料

操
作
の
原
則
を
必
ず
し
も
遵
守
し
て
い
な
い
。
天
囚
の
懐
徳
堂
研

究
に
お
け
る
問
題
点
と
見
て
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、『
拙
古

先
生
筆
記
』
の
記
述
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
記

述
は
、「
甃
菴
の
学
術
性
行
」
節
に
お
け
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

和
文
の
修
辭
か
ひ
な
で
な
ら
ず
、
其
の
説
く
所
も
亦
名
理
至

言
あ
り
、
歌
文
は
其
最
も
長
ぜ
し
所
な
ら
ん
、
奧
田
拙
古
其

詩
を
評
し
て
、
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と
云
へ
り
、
然

れ
ど
詞
章
は
餘
事
に
し
て
、
甃
菴
に
尚
ぶ
所
の
者
は
德
行
に

在
り
。

「
奧
田
拙
古
其
詩
を
評
し
て
、
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と

云
へ
り
」
と
の
天
囚
の
表
現
は
、
中
井
甃
庵
の
作
る
詩
に
対
す
る

奥
田
元
継
の
評
価
が
「
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
、
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
天
囚
は
こ
こ
で
も
、

奥
田
の
評
価
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の

出
典
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
天
囚
の
表
現

に
即
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、奥
田
元
継
が
述
べ
た
も
の
の
中
に
、
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中
井
甃
庵
の
作
っ
た
詩
を
奥
田
が「
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
」

と
し
た
と
い
う
表
現
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
天
囚

は
そ
の
表
現
を
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
中
に
は
、
奥
田
が
甃
菴
の
詩
に
つ
い

て
「
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
た
と
い
う
記
述
は
存

在
し
な
い
。

こ
の
天
囚
の
記
述
は
、
前
章
の
【
七
】「
龍
衛
門
ハ
伏
水
ノ
材

木
屋
ノ
子
ナ
リ
大
阪
ニ
モ
居
ル
ナ
リ
艸
廬
ハ
片
山
忠
蔵
ヨ
リ
詩
ハ

ア
シ
キ
ナ
リ
然
レ
ド
モ
多
ク
作
リ
タ
ル
人
ナ
リ
」
の
「
艸
廬
ハ
片

山
忠
蔵
ヨ
リ
詩
ハ
ア
シ
キ
ナ
リ
」
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
記
述

を
天
囚
は
、「
艸
廬
」、
す
な
わ
ち
龍
艸
廬
（
龍
草
廬
。
通
称
は
衛

門
）
の
作
る
詩
は
、「
忠
蔵
」、
す
な
わ
ち
中
井
甃
菴
の
作
る
詩
に

劣
っ
て
い
る
と
奥
田
が
述
べ
た
、
と
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
天
囚
の
こ
の
解
釈
に
は
問
題
が
あ
る
。
中
井
甃
菴
の

通
称
は
確
か
に
「
忠
蔵
」
だ
が
、
片
山
北
海
の
通
称
も
「
忠
蔵
」

で
あ
る
。『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
言
う
「
片
山
忠
蔵
」
は
、
片
山

北
海
の
こ
と
を
指
す
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、【
七
】
は

甃
菴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
、
龍
艸
廬
の
作

る
詩
は
片
山
北
海
の
作
る
詩
よ
り
も
劣
る
、
と
奥
田
が
述
べ
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、【
七
】
の
「
忠
蔵
」

を
甃
庵
と
し
て
、
甃
菴
の
詩
は
「
龍
艸
廬
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
」

と
奥
田
が
評
し
た
と
し
た
と
い
う
の
は
、
天
囚
の
誤
解
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
に
お
い
て
は
、
天
囚
が
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
抄
出
し
た

記
述
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
表
現
が
二
箇
所
は
確
実
に

存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
に
は
、
こ
の
他
に
も
『
拙
古
先
生
筆
記
』
か
ら
抄
出
に
基
づ

い
た
と
見
ら
れ
る
記
述
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
五
井
蘭
洲
の

生
立
」
節
に
、
蘭
洲
に
つ
い
て
「
師
授
あ
る
を
聞
か
ず
」
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、前
章
の【
一
】「
五
井
藤
九
郎
モ
極
リ
タ
ル
師
ナ
シ
」

に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
先
に
引
用
し
た
「
蘭
洲
の
著
書
」

節
中
に
、
井
狩
雪
溪
に
つ
い
て
天
囚
が
「
通
稱
彦
三
郞
、
大
阪
の

人
、
字
義
に
精
し
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
【
四
】
に
お

い
て
、
井
狩
に
つ
い
て
奥
田
が
「
字
義
精
学
ニ
オ
イ
テ
ハ
ア
ノ
様

ナ
人
ナ
シ
ト
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
天
囚
は
そ
う
し
た
記
述
に
お
い
て
も
、
や
は
り
出
典

を
明
示
し
て
は
い
な
い
。

以
上
、
本
章
で
は
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
抄
出
し
た

『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
記
述
と
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
、

す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
記
述
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
天

囚
が
抄
出
し
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
記
述
を
「
懐
徳
堂
研
究
其

一
」・『
懐
徳
堂
考
』上
巻
の
執
筆
に
確
か
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
、
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ま
た
そ
の
活
用
に
お
い
て
、
論
拠
を
逐
一
明
示
す
る
、
或
い
は
原

文
を
正
確
に
引
用
す
る
と
い
っ
た
資
料
操
作
の
原
則
を
、
天
囚
が

さ
ほ
ど
遵
守
し
て
い
な
い
こ
と
、
更
に
天
囚
が
資
料
を
誤
読
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

懐
徳
堂
に
関
す
る
研
究
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
天
囚

の
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
、
こ
う
し
た
問

題
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
の
末
に
天
囚
が
取
り
組
ん

だ
懐
徳
堂
研
究
に
つ
い
て
理
解
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
見

過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
と
天
囚
の
学
問

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
抄
出
し
た
『
拙
古
先
生
筆
記
』
の
記

述
を
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
執
筆
に
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
天

囚
の
資
料
操
作
に
は
問
題
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
天
囚
の
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
、

す
な
わ
ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
学
問
的
価
値
に
つ
い
て
す
べ
て

否
定
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。

私
見
で
は
、
こ
う
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
の
問
題
は
、
初
出
が
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
で
の
連
載
で
あ
っ

た
こ
と
と
深
く
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
囚
が
「
懐
徳
堂
研
究

其
一
」
の
連
載
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
各
回
の
原
稿
の
分
量
、

す
な
わ
ち
そ
の
文
字
数
に
は
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
滞
り
な
く
連
載
を
掲
載
す
る
た
め
、
各
回

の
執
筆
に
は
時
間
的
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
こ
う
し
た
制
約
が
、
問
題
発
生
の
背
景
に
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

原
稿
の
文
字
数
に
つ
い
て
、
天
囚
の
課
せ
ら
れ
て
い
た
制
約
が

ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
日
刊
紙
に
連
載

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
文
字
数
の
制
約
は
強
く
天
囚
の

執
筆
を
拘
束
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
懐
徳
堂
研

究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
記
述
の
根
拠
と
な
る

資
料
に
つ
い
て
、
逐
一
明
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
首
肯
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、「
四
書
屋
加
助
」
節
で

天
囚
は
、「
東
涯
曰
く
府
下
の
人
士
、學
を
講
ず
る
者
罕
な
り
し
に
、

先
生
訓
誘
多
年
、
人
義
に
郷
ふ
を
知
れ
り
と
（
碑
文
）、
服
部
南

郭
は
蘭
洲
に
答
へ
て
曰
く
、
在
昔
尊
翁
先
生
、
道
を
浪
華
に
唱
へ

て
、
海
内
景
仰
久
し
と
、（
南
郭
文
集
）
原
念
齋
曰
く
、
此
の
地

文
學
の
興
る
、
持
軒
を
以
て
首
と
爲
す
（
先
哲
叢
談
）
と
、
皆
溢

美
に
非
ず
」
と
、
記
述
の
根
拠
と
し
た
資
料
名
を
個
々
に
明
示
し

つ
つ
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
囚
が
出
典
の
明
示
を
決
し

て
軽
ん
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら 

れ
る（
（1
（

。
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ま
た
、
滞
り
な
く
連
載
を
掲
載
す
る
た
め
、
連
載
各
回
の
原
稿

は
、
お
そ
ら
く
掲
載
の
数
日
前
ま
で
に
完
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
制
約
の
も
と
で
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
天
囚
の
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
が
非
常
に
短

い
間
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
掲
載
が
始
ま
っ
た
段
階
で
最
終

回
ま
で
の
全
て
の
原
稿
が
完
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ

と
、
つ
ま
り
掲
載
開
始
後
の
或
る
時
点
ま
で
は
、
天
囚
は
な
お
執

筆
を
続
け
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天

囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
を
も
と
に
大
阪
人
文
会
に
お

い
て
講
演
を
行
っ
た
の
が
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
九
日
、
前
述

の
通
り
天
囚
が
平
野
へ
含
翠
堂
の
調
査
に
出
か
け
、
そ
の
成
果
を

ま
と
め
た
の
が
同
年
二
月
三
日
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
天
囚
は
、

こ
の
調
査
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半
部
に
収

録
さ
れ
た
資
料
の
蒐
集
・
書
写
を
行
い
、
そ
し
て
蒐
集
し
た
新
た

な
資
料
を
読
解
し
て
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
懐

徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
記
述
に
対
し
て
加
筆
・
修
正
を
加
え
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
修
正
の
中
に
は
、「
石
菴
と
含
翠
堂
」

と
い
う
節
を
新
た
に
加
え
る
と
い
っ
た
、
全
体
の
構
成
に
ま
で
関

わ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
七
日
に
始

ま
っ
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
は
、
二
月
十
一
日
の
天
長

節
の
み
休
載
と
な
っ
た
が
、
二
月
二
十
七
日
の
第
二
十
回
ま
で
連

日
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
天
囚
に
よ
る
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の

執
筆
が
、
全
体
と
し
て
極
め
て
短
期
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
実

と
見
て
よ
い
。

そ
も
そ
も
、
天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
に
取
り
組
む
契
機
の
一
つ
で

あ
る
と
こ
ろ
の
大
田
源
之
助
所
蔵
の
『
蘭
洲
遺
稿
』
の
入
手
は
、

同
年
一
月
十
五
日
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
『
浪
華
名
家
碑
銘

集
』
と
『
懐
徳
堂
記
録
』
と
の
入
手
は
同
月
二
十
三
日
の
こ
と
で

あ
っ
た（
（1
（

。『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
の
執
筆
自
体
も
、
極
め

て
短
期
間
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
囚
は
、
相
当
の
分
量
の
資
料
を
短
時
間
の
内
に
読
破
し
、
か

つ
短
時
間
の
内
に
相
当
の
分
量
の
文
章
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き

た
人
物
で
あ
り
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
て
か
ら
大
い
に
活

躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
特
技
が
認
め
ら

れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
懐
徳
堂
研
究

其
一
」
の
連
載
に
お
い
て
は
、
執
筆
に
十
分
な
時
間
を
か
け
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
、
上
述
し
た
よ
う
な
資
料
操
作
の
問
題
や
誤
読

の
問
題
の
発
生
に
結
び
付
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。

私
見
で
は
、
天
囚
が
短
期
間
に
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載

を
執
筆
し
た
の
は
、
天
囚
自
身
が
執
筆
し
た
原
稿
の
発
表
を
急
い

だ
た
め
で
あ
り
、そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
懐
徳
堂
の
師
儒
を
祭
る
記
念
祭
を
で
き
る
だ
け
早
く

に
挙
行
す
る
た
め
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
大
阪
人
文
会
は
、
第
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二
次
例
会
に
お
け
る
天
囚
の
講
演
後
、
人
文
会
が
主
唱
者
と
な
っ

て
懐
徳
堂
記
念
祭
を
挙
行
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。
し
か
し
、
実

は
天
囚
自
身
が
そ
の
講
演
の
中
で
、
記
念
祭
の
挙
行
を
希
望
す
る

こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
従
っ
て
、
人
文
会
の
議
決
は
、
そ
も
そ
も

天
囚
の
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る（
（2
（

。
注
目

す
べ
き
点
は
、
天
囚
は
こ
の
講
演
の
時
点
で
既
に
、
人
文
会
の
力

だ
け
で
記
念
祭
を
挙
行
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
大
阪
市
民
の
協

力
を
得
て
挙
行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
天
囚
は
講
演
の
末
尾
で
、「
前
刻
申
上
げ
た
通
り
来
年
は
蘭

洲
先
生
百
五
十
年
に
相
当
す
る
、
捨
置
け
ぬ
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
来
年
三
月
十
七
日
は
百
五
十
年
祭
に
相
当
す
る
か
ら
、
何
う

か
本
会
が
主
と
な
っ
て
懐
徳
祭
を
致
し
た
い
、
夫
に
甃
菴
、
石
庵
、

竹
山
、
履
軒
の
諸
先
生
も
祭
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
時
点
で
天
囚
は
、
記
念
祭
は
大
阪
人
文
会
が
独
力
で
挙
行
す

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
文
会
が
「
主
と
な
っ
て
」
挙
行

す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
人
文
会
会
員
以
外
に
広
く
賛
同
者
を
募
り
、

そ
の
協
力
を
得
て
記
念
祭
を
挙
行
す
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
時
期

と
し
て
は
翌
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
中
と
す
る
こ
と
を
既

に
考
え
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

記
念
祭
を
翌
明
治
四
十
四
年
中
に
挙
行
す
る
に
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
、
懐
徳
堂
の
存
在
を
市
民
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
懐
徳
堂

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、
市
民
の
理
解
や
興
味
関
心
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。天
囚
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」

の
連
載
執
筆
を
急
い
だ
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
天
囚
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

の
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
た
第

二
回
の
世
界
一
周
に
、
派
遣
記
者
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（
（2
（

。
天
囚
は
、
自
分
が
世
界
一
周
へ
出
発

し
て
不
在
と
な
る
前
に
、
記
念
祭
挙
行
に
つ
い
て
の
準
備
を
或
る

程
度
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の

執
筆
・
連
載
を
急
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
は
筆
者
の
憶
測
に

過
ぎ
な
い
が
、
天
囚
は
出
発
の
直
前
で
あ
る
同
年
三
月
に
開
催
さ

れ
る
大
阪
人
文
会
第
三
次
例
会
（
例
会
は
隔
月
に
開
催
）
ま
で
に

連
載
を
終
了
し
、
か
つ
そ
の
連
載
を
ま
と
め
た
冊
子
を
第
三
次
例

会
に
お
い
て
人
文
会
会
員
に
配
付
し
て
、
人
文
会
会
員
の
懐
徳
堂

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
企
画
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
た
め
天
囚
は
執
筆
を
急
ぎ
、
二
月
中
に
連
載
を
終
了
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

注
意
す
べ
き
点
は
、
お
そ
ら
く
天
囚
は
、
こ
う
し
て
執
筆
を
急

ぎ
、
短
期
間
に
連
載
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
に
、
資
料
操
作

な
ど
の
点
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
可
能
性
を
自
覚
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
天
囚
は
、
連
載
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
、後
日
必
要
な
加
筆
修
正
を
加
え
、

そ
の
上
で
懐
徳
堂
に
関
す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
学
術
書
と
し
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て
完
成
さ
せ
、
出
版
す
る
こ
と
を
、
或
る
時
点
ま
で
構
想
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
の
が
、
天
囚
の
『
日
本
宋
学
史
』
の
出

版
で
あ
る
。『
日
本
宋
学
史
』
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

九
月
に
単
行
さ
れ
た
が
、
同
書
の
も
と
と
な
っ
た
の
は
、
天
囚
が

「
宋
学
の
首
倡
」
と
題
し
て
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
に
発
表
し
た
連

載
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
天
囚
は
、『
日
本
宋
学
史
』
の

緒
言
附
記
の
冒
頭
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
初
め
宋
學
の
首
倡
と
題
し
て
、
明
治
四
十
二
年
一
月

一
日
よ
り
二
月
二
十
六
日（
（2
（

に
至
る
迄
の
大
阪
朝
日
新
聞
紙 

上
に
連
載
せ
し
者
な
る
が
、
後
ち
自
ら
誤
脱
頗
る
多
か
り 

し
を
知
り
、
更
に
諸
書
を
參
稽
し
て
、
増
補
訂
正
す
る
所
あ

り
、
且
つ
本
書
の
主
旨
を
輔
翼
す
べ
き
關
係
詩
文
を
附
載
し

て
、
標
題
を
日
本
宋
學
史
と
改
め
、
以
て
一
册
子
と
爲
し
た

る
な
り
。

連
載
「
宋
學
の
首
倡
」
は
、
連
載
終
了
後
の
同
年
三
月
に
、「
宋

学
伝
来
考
」
と
改
題
さ
れ
た
上
で
、「
同
志
者
蔵
版
」
と
し
て
二

十
部
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
序
に
お
い
て
天
囚
は
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

古
人
書
を
著
せ
ば
。
往
々
知
己
を
千
載
に
待
て
り
。
吁
予
れ

何
の
幸
ぞ
。
之
を
眼
前
に
獲
た
る
。
予
曩
に
此
編
を
大
阪
朝

日
紙
上
に
連
載
す
る
や
。
同
僚
諸
君
謬
り
て
激
奬
を
加
へ
。

以
て
名
敎
に
補
あ
り
と
爲
し
。
乃
ち
其
の
逸
散
を
慮
り
て
。

各
資
金
を
醵
し
。
新
聞
排
印
す
る
所
の
活
版
を
借
り
て
。
更

に
二
十
部
を
印
刷
し
。
綴
り
て
册
子
と
爲
し
て
。
之
を
同
志

に
頒
て
り
。
顧
ふ
に
倫
常
を
扶
樹
す
る
は
。
世
に
其
の
人
あ

り
。
區
々
の
小
著
。
固
よ
り
言
ふ
に
足
ら
ず
。
然
れ
ど
も
平

生
の
編
撰
。
微
意
な
き
に
非
ず
諸
君
其
の
志
を
悲
み
て
而
し

て
斯
の
擧
あ
り
。
予
れ
豈
知
己
の
情
に
感
激
せ
ざ
ら
ん
や
。

因
て
一
言
を
巻
首
に
記
す
云
爾
。

　

明
治
四
十
二
年
三
月
初
六　
　
　
　

天
囚
生
識

つ
ま
り
、
天
囚
は
明
治
四
十
二
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

「
宋
学
の
首
倡
」
を
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
、
連
載
終
了
直
後

の
三
月
に
「
宋
学
伝
来
考
」
と
改
題
の
上
、
新
聞
の
活
版
を
活
用

し
て
少
部
数
を
印
刷
し
た
。
そ
し
て
連
載
に
含
ま
れ
て
い
た
「
誤

脱
」
に
つ
い
て
「
増
補
訂
正
」
を
加
え
て
、
同
年
九
月
に
更
に
『
日

本
宋
学
史
』
と
改
題
し
た
も
の
を
出
版
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
新

聞
に
お
け
る
連
載
に
始
ま
っ
て
学
術
書
の
出
版
で
完
結
し
た
『
日

本
宋
学
史
』
の
研
究
は
、
天
囚
に
と
っ
て
懐
徳
堂
研
究
の
モ
デ
ル

と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
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め
、
天
囚
は
急
ぎ
執
筆
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」・『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
に
お
い
て
も
、
後
に
「
増
補
訂
正
」
を
加
え
る
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
「
誤
脱
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
、
十
分
に
認
識
し
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

後
日
出
版
す
る
際
に
加
筆
修
正
を
行
う
た
め
に
、
新
た
な
資
料

の
蒐
集
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
最

初
の
連
載
執
筆
時
に
活
用
し
た
関
係
資
料
も
保
存
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。『
懐
徳
堂
考
之
一
』
が
西
村
家
に
残
さ
れ
て
い
た
の
も
、

後
日
出
版
に
向
け
て
加
筆
修
正
を
行
う
た
め
に
、『
懐
徳
堂
考
之

一
』
を
天
囚
が
大
切
に
保
存
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

お
わ
り
に

伝
統
的
漢
学
が
近
代
的
学
問
と
し
て
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

時
期
に
お
い
て
、
専
ら
民
間
の
漢
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
天
囚
の

学
問
の
特
色
の
一
つ
に
は
、
そ
の
研
究
成
果
が
先
ず
新
聞
紙
上
に

連
載
さ
れ
、
修
正
や
改
題
等
を
加
え
た
上
で
学
術
書
と
し
て
出
版

さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
す

る
と
、
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
は
、
前
年
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
宋

学
史
』
の
よ
う
に
、
修
正
を
加
え
た
上
で
、
後
日
学
術
書
と
し
て

出
版
す
る
こ
と
で
完
結
す
る
こ
と
が
当
初
は
想
定
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
天
囚
に
よ
る
懐
徳
堂
研
究
の
学
術
書
は
、
結
局
出
版

さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
何
故
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
は
、
学
術

書
と
し
て
出
版
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
が
終
了
し
た
直
後
の
明
治
四
十

三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
二
十
八
日
、
天
囚
は
東
京
に
赴
い
て
中

井
木
菟
麻
呂
と
面
談
し
、『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
材
料
と
な
る
も

の
を
提
供
す
る
よ
う
要
請
し
た（
（2
（

。
憶
測
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、

天
囚
は
こ
の
木
菟
麻
呂
へ
の
要
請
を
行
う
時
点
ま
で
に
、
自
力
で

懐
徳
堂
研
究
を
進
め
て
学
術
書
を
出
版
す
る
こ
と
を
既
に
断
念
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
天
囚
が
そ
の
こ
と
を
決
断
し
た
の
は
、
翌
明

治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
を
実
現
す

る
と
い
う
、
大
阪
人
文
会
の
第
二
次
例
会
に
お
け
る
講
演
に
お
い

て
表
明
し
た
自
ら
の
企
画
が
会
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
人
文
会
が

記
念
祭
の
挙
行
に
向
け
て
動
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
結
局
天
囚
に
よ
っ
て
懐
徳

堂
研
究
の
学
術
書
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
等
に
つ
い
て
は
、

な
お
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）	
西
村
家
所
蔵
資
料
の
調
査
結
果
を
暫
定
的
に
ま
と
め
た
、
竹
田
健
二
・

湯
浅
邦
弘
・
池
田
光
子
「
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録
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（
遺
著
・
書
画
類
等
）」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
二
一
年
）

に
お
い
て
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
⑤
抄
本
・
整
理
番
号
９
・
資
料

名
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
と
記
載
し
た
。
本
資
料
の
内
題
は
、
も
と
も
と

「
懐
徳
堂
研
究
之
一
」
と
あ
り
、
後
に
「
研
究
」
の
上
に
墨
筆
の
圏
点

が
書
き
込
ま
れ
て
見
せ
消
ち
に
さ
れ
、
そ
の
右
に
「
考
」
が
書
き
添
え

ら
れ
て
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	

天
囚
の
連
載
は
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
と
の
題
名
で
行
わ
れ
た
が
、
最

終
回
（
明
治
四
十
三
年
〔
一
九
一
〇
〕
二
月
二
十
七
日
）
の
末
尾
に
附

さ
れ
た
文
章
に
お
い
て
、「
懐
徳
堂
考
上
巻
」へ
の
改
題
が
発
表
さ
れ
た
。

同
年
三
月
、
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
同
志
印
刷
」
と
し
て
三
十
五

部
印
刷
さ
れ
た
際
、
そ
の
外
題
、
扉
、
目
次
の
冒
頭
に
は
「
懐
徳
堂
考

上
巻
」
と
あ
る
が
、
内
題
は
「
懐
徳
堂
研
究
上
」
で
あ
る
。「
同
志
出
版
」

に
お
け
る
こ
う
し
た
題
名
の
混
乱
は
、
そ
の
出
版
が
決
ま
っ
た
時
点
で

改
題
が
な
お
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
改
題
は
連
載
終

了
が
近
づ
い
た
頃
急
に
決
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
連
載
と
「
同
志
出
版
」
と
の
本
文
は
、
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
が
、

僅
か
に
異
同
が
あ
る
。
ま
た
連
載
で
は
「
五
同
志
」
の
節
が
第
十
八
回

か
ら
第
二
十
回
の
三
回
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
見
出
し
に
上
・
中
・
下

と
附
さ
れ
て
、中
の
回
に
は
更
に「
附
富
永
仲
基
」の
語
が
あ
る
が
、「
同

志
印
刷
」
で
は
、
こ
の
連
載
三
回
分
が
一
つ
の
節
に
ま
と
め
ら
れ
、
見

出
し
が
「
五
同
志　

附
富
永
仲
基
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）	

こ
の
修
復
は
、
国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
平
成
三
十
年
度
萌
芽
研
究
部

門
に
採
択
さ
れ
た
「
西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
研
究
」（
代
表
者
：
竹

田
健
二
）
に
よ
り
行
っ
た
。

（
４
）	

奥
田
元
継
は
、
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
に
播
磨
に
生
ま
れ
、
兄
・

那
波
魯
堂
と
共
に
岡
白
駒
に
学
び
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
大
坂

で
没
し
た
。

（
５
）	

前
半
部
に
は
、
複
数
の
附
箋
も
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
修
復
の
際
に
剥

落
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
６
）	

各
資
料
に
は
見
出
し
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
含
翠
堂
に
関
連
す
る
取 

材
に
つ
い
て
記
し
た
資
料
の
み
は
、
見
出
し
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
、
以
下
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
「
含
翠
堂
調
査
記
録
」
と
仮
称

す
る
。

（
７
）	「
見
聞
雑
録
抄
」
の
み
は
、
葉
の
表
の
冒
頭
の
行
で
は
な
く
、
第
六
十

七
葉
の
裏
面
の
一
行
目
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
直
前
の
『
拙
古

先
生
筆
記
』
か
ら
の
抄
出
と
の
間
に
、
や
は
り
空
白
の
行
が
二
行
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
両
資
料
は
や
は
り
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）	

天
囚
の
含
翠
堂
調
査
に
同
行
し
た
二
人
の
う
ち
、「
久
松
」
は
大
阪
朝

日
新
聞
社
の
久
松
定
憲
（
号
は
澱
江
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
久
松

は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
明
治

二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
天
囚
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
浪
花
文
学

会
に
結
成
時
か
ら
加
わ
っ
て
い
る
。『
朝
日
新
聞
社
史　

明
治
編
』（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。
久
松
は
ま
た
、
大
阪
人
文
会
の
一
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員
で
あ
り
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
一
月
に
印
刷
さ
れ
た
「
大

阪
人
文
会
員
名
簿
」（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
総
合
図
書
館
の
懐
徳
堂

文
庫
碩
園
記
念
文
庫
所
蔵
）
に
記
載
が
あ
る
。
但
し
、
同
年
三
月
に
出

版
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
末
尾
の
識
語
に
は
、「
河
田
南
莊
、
中

尾
柳
處
の
二
君
は
、
含
翠
堂
及
び
富
永
仲
基
の
事
蹟
捜
訪
の
爲
に
、
平

野
池
田
等
に
往
來
し
て
、
好
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
り
、
此
に
感
謝
の

意
を
表
す
。」
と
あ
り
、
こ
こ
に
久
松
の
名
前
は
出
て
い
な
い
。「
川
田
」

に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
右
の
識
語
の
中
に
あ
る
「
河
田
南
莊
」
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
河
田
も
大
阪
人
文
会
の
会
員
で
、「
大

阪
人
文
会
員
名
簿
」
に
よ
れ
ば
、
本
名
は
為
作
、
職
業
は
新
聞
社
員
で

あ
る
。

（
９
）	

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
に
「
同
志
出
版
」
さ
れ
た
『
懐
徳

堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
そ
の
本
文
中
に
は
「
石
菴
と
含
翠
堂
」
の
節

が
存
在
す
る
が
、
目
次
に
は
「
石
菴
と
含
翠
堂
」
が
欠
落
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
目
次
の
編
集
の
際
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
が
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
、
及
び
そ
の
「
同
志
出
版
」

が
構
想
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、「
石
菴
と
含
翠
堂
」
の
節
自
体
が
そ

も
そ
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
節
は
連
載
開
始
の

直
前
、
或
い
は
連
載
途
中
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）	

濱
旧
蔵
本
の
内
題
は
「
拙
古
先
生
筆
記
」、
外
題
は
「
奥
田
元
継
筆
記
」

で
あ
る
。
巻
末
に
「
嘉
永
甲
寅
六
月
西
尾
左
権
太
写
」
と
の
識
語
が
記

さ
れ
て
お
り
、
西
尾
左
権
太
に
よ
っ
て
一
八
五
四
年
に
書
写
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
川
氏
は
解
題
の
中
で
、「
本
書
の
筆
録
者
は
、

か
な
り
不
学
無
識
で
あ
っ
た
ら
し
く
、誤
字
や
当
字
が
す
く
な
く
な
い
」

と
述
べ
、
ま
た
書
写
者
の
西
尾
左
権
太
に
つ
い
て
「
そ
の
人
を
詳
ら
か

に
し
な
い
が
、
本
書
を
転
写
し
た
人
に
す
ぎ
ず
、
編
者
で
は
な
い
」
と

し
て
い
る
。
北
川
氏
は
特
に
触
れ
て
い
な
い
が
注
意
す
べ
き
と
思
わ
れ

る
点
は
、
濱
旧
蔵
本
の
本
文
に
、
そ
の
誤
字
等
に
対
し
て
修
正
、
或
い

は
補
入
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
別
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
多
数
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
書
き
込
み
が
ど
の
よ
う
に
し
て
加
え
ら

れ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
11
）	

濱
旧
蔵
本
・
天
囚
の
抄
出
の
い
ず
れ
も
「
大
東
世
説
」
と
あ
る
が
、
服

部
南
郭
の
著
書
「
大
東
世
語
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
12
）	

江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
で
あ
る
岡
白
駒
の
通
称
は
太
仲
で
あ
る
。
抄
出

に
「
白
駒
」
と
あ
る
の
は
、
濱
和
助
旧
蔵
本
の
「
多
仲
」
と
の
誤
記
を
、

天
囚
が
修
正
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	

天
囚
は
、『
拙
古
先
生
筆
記
』
に
あ
る
懐
徳
堂
関
係
者
に
言
及
し
た
条

文
を
す
べ
て
抄
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
奥
田
が
中
井
竹
山
の
著
し
た

『
逸
史
』
の
命
名
に
つ
い
て
述
べ
た
、「
中
井
ノ
逸
史
ノ
コ
ト
見
タ
ル
人

左
伝
ノ
文
法
ニ
テ
書
テ
ア
ル
ト
云
ヘ
リ
左
伝
等
ノ
逸
詩
逸
書
ハ
ヌ
ケ
テ

ア
ル
書
也
御
当
代
ノ
コ
ト
ハ
史
ニ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
コ
ト
ニ
テ
史

ニ
ヌ
ケ
テ
ア
ル
ト
云
ガ
御
馳
走
ブ
リ
ナ
リ
史
逸
ト
云
ガ
ヨ
シ
王
元
美
ガ

左
伝
ニ
ヌ
ケ
テ
ア
ル
ト
云
コ
ト
ニ
テ
左
伝
史
逸
ト
云
タ
ル
ナ
リ
四
部
稿

懐徳堂研究　第 13 号　令和 4 年 2 月 28 日

22



ニ
左
逸
長
短
ノ
評
ト
テ
ア
ル
也
帋
十
丁
ホ
ド
ア
ル
ト
也
」（
濱
旧
蔵
本

に
よ
る
筆
者
の
翻
刻
）
と
い
う
条
文
に
つ
い
て
は
、
抄
出
し
て
い
な
い
。

【
二
】
の
条
文
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
『
逸
史
』
献
上
に
対

す
る
幕
府
か
ら
の
褒
美
つ
い
て
奥
田
が
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、『
逸
史
』
の
名
称
に
関
す
る
条
文
を
何
故
天
囚
が
抄
出

し
な
か
っ
た
の
か
は
い
さ
さ
か
理
解
に
苦
し
む
。
単
な
る
見
落
と
し
の

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
憶
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、『
逸
史
』

命
名
に
対
す
る
奥
田
の
批
判
を
、
天
囚
が
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

な
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
14
）	

天
囚
の
没
後
、
懐
徳
堂
堂
友
会
の
発
行
し
た
『
懐
徳
』
第
二
号
碩
園
先

生
追
悼
録
（
大
正
十
四
年
〔
一
九
二
五
〕）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
武
内

義
雄
の
「
先
生
の
遺
訓
」
に
は
、
天
囚
が
「
何
か
研
究
に
從
事
せ
ら
れ

る
と
き
は
金
を
吝
ま
ず
材
料
を
あ
つ
め
て
後
之
に
取
り
か
ゝ
ら
れ
る
が

常
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
天
囚
が
晩
年
取
り
組
ん
だ

『
尚
書
』
の
研
究
に
関
し
て
も
武
内
は
「
こ
れ
に
も
材
料
の
蒐
集
に
苦

心
せ
ら
れ
た
樣
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
天
囚
が
研
究
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
関
係
資
料
を
熱
心
に
蒐
集
し
た
こ
と
は
、
関
係
者
の
間
で

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）	

天
囚
は
、懐
徳
堂
研
究
に
用
い
た
中
心
的
資
料
で
あ
る『
鶏
肋
篇
』・『
蘭

洲
遺
稿
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』・『
懐
徳
堂
記
録
』
に
つ
い
て
は
、
写

本
を
作
成
し
て
所
蔵
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天

囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
七
号
、

二
〇
一
六
年
）、「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
関
係
資
料
―
『
蘭
洲

遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
に
つ
い
て
―
」（『
懐
徳
』

第
八
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。
前
述
の
通
り
、
天
囚
が
『
拙
古

先
生
筆
記
』
の
抄
出
を
行
っ
た
時
期
が
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連

載
開
始
の
直
前
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
写
本
を
作
成
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
か
っ
た
た
め
に
抄
出
と
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
16
）	

濱
旧
蔵
本
の
外
題
「
奥
田
元
継
筆
記
」
も
含
め
て
、言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
17
）	

天
囚
が
明
治
末
の
懐
徳
堂
研
究
に
用
い
た
大
阪
府
立
図
書
館
朝
日
新
聞

文
庫
所
蔵
の
『
鶏
肋
篇
』
に
基
づ
く
な
ら
ば
、「
与
井
狩
雪
渓
」
の
全

文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
朝
日
新
聞
文
庫
本
『
鶏
肋
篇
』
の

本
文
に
は
、
文
字
を
修
正
し
た
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
朱
筆
の
句
点
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
囚
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
引
用
で
は
そ
れ
ら
に
従
う
。
ま
た
、『
懐
徳
堂

考
之
一
』
前
半
部
に
抄
出
さ
れ
た
「
与
井
狩
雪
渓
」
に
存
在
す
る
部
分

に
は
傍
線
部
を
附
し
た
。天
囚
は
人
文
会
の
講
演
に
お
い
て
、『
鶏
肋
篇
』

の
「
与
井
狩
雪
渓
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
懐
徳

堂
考
之
一
』
の
前
半
部
に
「
与
井
狩
雪
渓
」
か
ら
の
抄
出
を
記
し
た
紙

片
が
貼
付
さ
れ
た
の
は
、
講
演
が
行
わ
れ
る
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

不
佞
弱
冠
在
家
塾
、
偶
得
物
徂
徠
所
著
蘐
園
隨
筆
読
之
、
乃
意
徂
徠

可
謂
能
文
者
已
、
後
読
學
則
、
意
是
異
撰
之
學
已
矣
、
無
幾
如
江
都
、

則
徂
徠
已
物
故
、
不
獲
臻
其
居
親
睹
其
風
采
、
是
爲
憾
已
、
偶
有
人
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持
辨
名
辨
道
及
論
語
徴
、
來
示
余
、
旅
館
無
聊
、
便
取
読
之
、
歎
曰
、

徂
徠
豈
翅
異
撰
、
恐
與
聖
人
之
道
相
背
馳
也
、
其
能
文
辭
、
亦
適
足

以
爲
遂
非
之
資
耳
、
且
其
疎
脱
失
考
、
亦
不
尠
矣
、
其
恐
其
不
得
相

見
也
亦
幸
矣
、
於
是
不
自
揣
、
便
抄
録
而
指
瑕
焉
、
居
有
頃
、
曳
裾

津
輕
藩
、
職
事
羈
纏
、
久
蠧
篋
中
、
繼
有
負
薪
之
患
、
解
綬
而
歸
。

乃
輯
而
爲
篇
、
嗟
乎
道
之
弊
極
矣
。
學
朱
子
而
不
獲
其
要
者
、
多
逃

之
伊
之
物
、
雖
復
適
有
逃
物
者
、
業
已
流
蕩
爲
習
、
放
恣
爲
態
、
浮

躁
淺
露
、
沾
ヽ
自
喜
、
伎
倆
唯
在
誣
駁
先
儒
而
止
、
至
其
背
馳
則
猶

之
物
耳
。
酔
墨
生
嘗
言
、
東
郭
有
雪
渓
先
生
井
子
者
、
隱
君
子
也
、

屹
然
卓
立
、
不
可
徂
徠
、
嘗
爲
文
駁
論
語
徴
、
不
佞
撃
節
曰
、
吾
不

識
井
君
、
何
状
乃
能
如
此
、
可
謂
無
謂
秦
無
人
矣
、
生
復
爲
致
其
駁
、

及
其
喩
不
佞
語
、
ヽ
甚
豈
弟
謙
遜
、
實
非
不
佞
所
敢
當
焉
、
乃
伏
読

之
、
議
論
明
備
、
鑿
ヽ
有
據
、
且
有
一
二
與
鄙
見
相
符
者
、
私
自
喜

慰
、
宜
夙
聞
名
將
命
者
、
而
東
西
离
居
、
因
盾
不
果
、
男
児
自
信
於

莫
逆
、
神
交
是
尚
、
何
必
面
晤
。
所
著
之
書
、
時
〻
改
竄
、
尚
未
得

就
緒
、
是
以
無
有
汚
視
聽
報
盛
意
、
旦
也
徂
徠
亦
一
代
偉
人
、
海
内

仰
之
、
吾
儕
無
似
、
焉
有
能
軒
輕
於
茲
哉
、
但
招
覆
醬
之
誚
已
、
亮

察
不
宣
、

（
18
）	『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
に
お
い
て
天
囚
は
、
論
拠
と
な
る
資
料

に
つ
い
て
逐
一
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
全
体

が
資
料
操
作
に
お
い
て
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
見
ら
れ
る
。
但
し
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
も
、
原
文
を
忠

実
に
は
引
用
し
て
な
い
箇
所
や
、
出
典
を
取
り
違
え
て
い
る
と
い
っ
た

箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
論

ず
る
予
定
で
あ
る
。

（
19
）	

天
囚
が
大
田
源
之
助
か
ら
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
浪
華
名
家
碑
銘
集
』・『
懐

徳
堂
記
録
』
を
入
手
し
た
時
期
は
、
大
田
源
之
助
の
旧
蔵
書
で
、
現
在

は
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
の
『
書
籍
貸
借
録
』
の

記
述
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
拙
稿
「
懐
徳
堂
文
庫
新
収
資
料
中
の
大
田

源
之
助
旧
蔵
資
料
」（『
懐
徳
堂
研
究
第
二
集
』〔
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八

年
〕
所
収
。
初
出
は
、「
懐
徳
堂
文
庫
新
収
資
料
中
の
太
田
源
之
助
旧

蔵
資
料
」、『
懐
徳
堂
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
20
）	

以
下
、大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
け
る
天
囚
の
講
演
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
資
料
紹
介　

西
村
天
囚
「
五
井
蘭
洲
」（
大
阪
人
文
会
第
二
次

例
会
講
演
速
記
録
）」（『
国
語
教
育
論
叢
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
九
年

二
月
）
参
照
。
な
お
、『
懐
徳
』
第
三
十
七
号
（
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一

九
六
六
年
）
所
収
の
「
講
演
餘
響
」
中
の
「
五
井
蘭
洲　

西
村
天
囚
述
」

も
、
拙
稿
と
同
様
に
、
現
在
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
所
蔵
す

る
講
演
の
速
記
録
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
句
読
点
や
改
行
等
に

原
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念

会
の
所
蔵
す
る
資
料
の
中
に
、
大
阪
人
文
会
が
第
七
次
例
会
の
資
料
と

し
て
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
経
過
報
告
第
一
」
と
、
懐
徳
堂
記
念

会
が
作
成
し
た
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」（
未
完
）
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら

に
も
第
二
次
例
会
に
お
け
る
議
決
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。
拙
稿
「
資
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料
紹
介　

懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」」（『
国
語
教
育

論
叢
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）、「
大
阪
人
文
会
と
懐
徳
堂
記
念
会

―
懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
経
過
報
告
第
一
」
を
中
心
に
―
」（『
中
国
研
究

集
刊
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―

大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）

参
照
。

（
21
）	

大
阪
人
文
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
を
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）

十
月
五
日
と
定
め
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月
に
開

催
し
た
第
五
次
例
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
三
月
の
第
三
次
例
会
の
時

点
で
は
挙
行
の
日
程
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
五
月
の
第
四
次
例

会
で
も
日
程
は
確
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
天
囚
は
四
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
、
後
述
す
る
世
界
一
周
に
出
か
け
て
お
り
、
五
月
の
例
会
を
欠
席
し

た
。
そ
の
た
め
人
文
会
は
、
記
念
祭
に
関
す
る
具
体
的
な
こ
と
を
決
定

で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
（
20
）
前
掲
の
拙
稿
「
資
料
紹
介　

懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」」
参
照
。

（
22
）	

天
囚
の
世
界
一
周
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
「
西
洋
近
代
文
明
と
向
き

合
っ
た
漢
学
者
―
西
村
天
囚
の
「
世
界
一
周
会
」
参
加
―
」（『
大
阪
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
十
巻
、
二
〇
二
〇
年
）、「
西
村
天

囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
と
御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」
―
明
治
四
十
三
年

「
世
界
一
周
会
」
の
真
実
―
」（
同
第
六
十
一
巻
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
23
）	

天
囚
の
没
後
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
一
月
に
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
が
『
懐
徳
堂
考
』
を
出
版
し
た
際
の
序
文
（
松
山
直
蔵
）
に

は
「
子
俊
親
ら
訂
補
を
爲
し
、
稿
を
以
て
余
に
致
す
」
と
あ
る
。
但
し
、

こ
の
時
出
版
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
考
』
の
中
の
、「
蘭
洲
の
学
術
著
書
」

の
節
に
お
け
る
非
物
篇
に
関
す
る
記
述
や
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の

連
載
時
の
「
甃
菴
と
懐
徳
堂
」・「
甃
菴
の
学
術
性
行
」・「
甃
菴
の
遺
言
」

の
三
つ
の
節
を
合
わ
せ
た「
甃
菴
と
懐
徳
堂（
其
の
学
術
性
行
と
遺
言
）」

の
節
に
お
け
る
甃
菴
の
詩
に
つ
い
て
の
叙
述
に
は
、「
訂
補
」
は
特
に

加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
大
正
十
四
年
の
出
版
は
、『
懐
徳
堂
考
』
を
広

く
一
般
に
向
け
て
出
版
す
る
こ
と
こ
そ
が
目
的
で
あ
り
、
こ
の
時
天
囚

が
加
え
た
と
さ
れ
る
「
訂
補
」
は
、
学
術
書
と
し
て
出
版
す
る
た
め
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）	

連
載
の
終
了
は
、
正
し
く
は
二
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

（
25
）	「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」（『
懐
徳
』
第
二
号
碩
園
先
生
追
悼
録
所
収
、

一
九
二
五
年
）
に
お
い
て
「
十
三
、
研
究
資
料
」
と
い
う
項
目
が
立
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
よ

う
な
草
稿
も
含
め
て
、
天
囚
は
執
筆
に
用
い
た
資
料
類
の
保
存
を
強
く

意
識
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
囚
が
新
聞
に
連
載
し
た
も
の

に
後
日
加
筆
修
正
を
加
え
て
い
た
こ
と
は
、
種
子
島
・
西
之
表
市
の
西

村
家
に
現
存
し
て
い
た
天
囚
関
係
の
資
料
の
中
に
確
認
さ
れ
た
、
天
囚

の
執
筆
し
た
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
多
く
に
は
、
天
囚
自
身
が
朱

筆
等
で
加
筆
修
正
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
注
（
１
）

前
掲
の
「
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録
（
遺
著
・
書
画

類
等
）」
参
照
。
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（
26
）	

木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
囚
は
中
井
木
菟
麻
呂
を

訪
問
し
て
面
談
し
た
際
、『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
に
「
竹
山
・
履
軒
諸
先

生
ヲ
列
叙
ス
ル
ツ
モ
リ
」
で
あ
る
の
で
、「
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
遺
書
類
」

を
教
示
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。こ
の
二
年
前
、明
治
四
十
一
年（
一

九
〇
八
）
八
月
七
日
、
京
都
・
大
阪
を
訪
れ
た
木
菟
麻
呂
は
、
か
ね
て

交
流
の
あ
っ
た
大
阪
市
史
編
纂
局
の
幸
田
成
友
の
紹
介
を
得
て
、
大
阪

朝
日
新
聞
社
に
天
囚
を
訪
ね
て
、天
囚
と
の
最
初
の
面
談
を
し
て
い
る
。

こ
の
時
木
菟
麻
呂
は
、
中
井
家
の
三
祖
（
甃
菴
・
竹
山
・
蕉
園
）
を
追

悼
す
る
祭
典
を
大
阪
で
挙
行
す
る
希
望
を
伝
え
、
天
囚
に
協
力
を
要
請

し
た
。
注
（
20
）
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐

徳
堂
の
再
興
』
参
照
。
従
っ
て
、
こ
の
時
点
で
天
囚
は
、
木
菟
麻
呂
が

中
井
家
に
伝
来
す
る
懐
徳
堂
関
係
資
料
、
中
で
も
五
井
蘭
洲
と
の
関
係

の
深
い
甃
菴
に
関
す
る
資
料
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
可

能
性
が
極
め
て
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前

半
部
、
及
び
連
載
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
を
執
筆
す
る
時
点
で
天
囚
は
、

中
井
家
所
蔵
の
資
料
の
提
供
を
木
菟
麻
呂
に
求
め
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
を
執
筆
し
た
時
点
ま
で
、

天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
を
基
本
的
に
独
力
で
行
う
つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
天
囚
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
に
、
自
ら

木
菟
麻
呂
に
面
談
を
申
し
入
れ
、
上
京
し
て
面
談
を
行
い
、
中
井
家
所

蔵
資
料
の
提
供
を
要
請
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
懐
徳
堂
研
究
に
取
り
組

む
天
囚
の
姿
勢
が
決
定
的
に
転
換
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
大
阪
人
文
会
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
二

十
二
日
に
開
催
し
た
第
三
次
例
会
に
お
い
て
、
懐
徳
堂
記
念
祭
に
あ
わ

せ
て
記
念
講
演
会
や
展
覧
会
の
開
催
や
記
念
出
版
を
行
う
こ
と
を
議
決

し
て
い
る
。
展
覧
会
の
開
催
と
記
念
出
版
と
に
つ
い
て
は
、
前
月
に
天

囚
が
木
菟
麻
呂
と
面
談
し
た
結
果
、
木
菟
麻
呂
が
中
井
家
所
蔵
資
料
の

提
供
を
承
諾
し
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
企
画
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

［
附
記
］�

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費　
Ｊ
Ｐ
２
１
Ｈ
０
０
４

６
５
「
日
本
近
代
人
文
学
の
再
構
築
と
漢
学
の
伝
統
―

西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
調
査
研
究
を
中
心
と
し
て
―
」

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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